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類 別 : 器具機械 ０６ 呼吸補助器

管理医療機器 一般的名称 : ＊＊ 酸素治療フローメータ 37132000
特定保守管理医療機器

医療用加湿器付酸素調整器 ＭＢ－１０

取扱説明書を必ずご参照する

■ 警告

※ 取扱説明書と本添付文書を読み、操作方法や保守点検を十分理

解された上で、ご使用下さい。

※ 本製品は、 酸素吸入用です。それ以外の用途に使用しないで

下さい。

※ 医師の処方がない酸素吸入は、行わないで下さい。

※ 本製品は、医療用酸素ガスに使用します。決して他のガスには

使用しないで下さい。特に可燃性ガスに使用しますと爆発する

可能性があります。

※ 接ガス部には絶対に機械油などの潤滑油を使用してはいけませ

ん。爆発燃焼する危険性があります。

※ 酸素容器のバルブは１秒間に5度程度の速度で開いて下さい。

急激に開けると酸素の断熱圧縮で爆発燃焼する危険性がありま

す。

※ 使用場所では火気厳禁です。通風と換気には十分注意して下さ

い。

※ 使用前に必ず点検し、異常が認められたら使用しないで下さい。

※ 本製品を落下させたり、衝撃を与えたりしないで下さい。

■ 禁忌・禁止

※ 製品の１次圧力は最高使用圧力14.7MPa以上の圧力で使用しな

いで下さい。

※ ２次圧力は0.2MPaに設定されています。設定圧力を変更しない

で下さい。

※ 容器のねじが変形している場合は、本製品を無理に取り付けな

いで下さい。ねじが破損します。

■ 形状・構造及び原理等

形状及び構造は図面を参照下さい。

■ 使用目的、効能又は効果

本製品は、酸素ガス吸入に使用されます。

酸素容器に充填されている圧縮ガスを使用圧力(0.2MPa)ま

で減圧し、更に吸入量を流量計にて所定の流量に設定する

ものです。

流量計の出口に加湿器を取り付けることにより、適度に湿

潤された酸素ガスを供給できます。

■＊品目仕様等性

使用ガス : 局方酸素ガス

１次圧力 : １.０ ～１４.７MPa

２次圧力 :０.２MPa設定

流量調整範囲 :＊＊１.０～１０ L/min(Normal)

■ 操作方法又は使用方法

(a) 設置方法

本製品の足ねじを酸素容器弁に直接取り付けます。

(b) 組立方法

流量計が垂直になるようにスパナー又はモンキレンチに

より締め込んで下さい。

必要に応じて、加湿器を取り付けて下さい。

カニューラあるいはマスクを接続する。（チューブにねじ

れがないことを必ず確認する。）

(c) 使用方法

① 酸素容器弁を開くと容器内のガス圧力を圧力計で確認

する。

② 流量計のハンドルを反時計方向に回し、医師の処方に

よる吸入量の目盛りにフロートが浮くよう調整し、カ

ニューラ、マスクから酸素が出ていることを確認し、

吸入を開始して下さい。

③ 吸入を止める時は、酸素容器弁ハンドルを時計方向へ

止まるまで回し、次に流量計ハンドルを時計方向へ止

まるまで回して下さい。

④ 酸素が出なくなったことを必ず確認して下さい。

(d) 取り外し

① スパナー又はモンキレンチを使って足ねじの袋ナット

を緩めて下さい。

② 酸素容器から本製品を取り外し、ポリ袋等に包み保管

して下さい。

■ 使用上の注意

(a) 重要な基本的注意

① 酸素容器弁は１秒間に 5度程度のゆっくりした速度で開い

て下さい。

② 酸素容器弁を開くときは、圧力計の前に立たないで下さい。

③ 接続部からガス漏れがないか検知液で点検して下さい。

④ 流量計が垂直になるように取り付けて下さい。

⑤ 多量のガスを流すと、ガスの性質上温度低下を生じます。

ガス漏れなど注意して下さい。

⑥ 供給チューブは、適正な長さで、ねじれなくご使用下さい。



⑦ 加湿器以外の製品を洗浄及び分解はしないで下さい。

(b)＊＊ 相互作用

① 接続されるカニューラあるいはマスクのチューブ長さ及び

内径によっては所定の流量を得られない場合があります。

(c) ＊＊不具合・有害事象

① 不具合の概要

・本製品の繰り返し使用により容器シール部にキズやゴミ

の付着に伴い、シール力が低下し、ガスが漏れる場合が

あります。（使用前に容器シール部にキズがないこと及び

ゴミの付着がないことを確認して下さい。）

② 有害事象の概要

・保管、取付時及び使用中、本製品に強い衝撃が加わわり

本体や部品が変形した場合、ガスを供給できない場合が

あります。（点検を必ず行う。）

・本製品の繰り返し使用により製品内部の減圧部において

傷みが発生した場合は、異常圧が掛かる場合があります。

（日常点検を必ず行う。）

■ 作動、動作原理

① 本製品は容器に充填された高圧のガスを使用圧力に減圧す

るものです。

② 高圧ガスが本製品の入口から供給され一次室に入ります。

③ 圧力調整スプリングの力で押し下げられたダイヤフラムと

バルブ押しによって開放状態のバルブの隙間をガスが通過

し、ダイヤフラムに圧力が作用します。

④ ダイヤフラムに掛かった圧力が設定圧力になります。

⑤ 流量計のハンドルを反時計方向に回すとガスが流れます。

フロートを見ながら、所定の流量に合わせます。

■ 貯蔵、保管方法及び使用期間等

(a) 貯蔵・保管方法

・本製品を使用されない時は、容器から取り外しビニール袋

に入れてゴミ等が付着しないようにして、所定の保管場所

に保管して下さい。

(b) 保管場所の条件

・高温・ほこり、高湿度等で無い場所。

・塩分、硫黄分等を含んだ空気により、悪影響の生じるおそ

れのない場所

・化学薬品の保管場所やガスが発生する場所でないこと。

(c) 使用期間

・１回の使用期間は取り付けた酸素容器のガスが無くなるま

でですが、容器のガスはわずかに残して下さい。

(d)＊＊ 有効期間・使用の期限

・本製品は、上記の保管場所においての耐用年数は５年とな

ります。但し、使用状況、使用環境及び保存環境などの影

響により、部品の劣化度合いに差が生じます。場合によっ

ては、耐用年数に達する前に交換して頂くことがあります。

■ 保守、点検に係る事項

[日常点検]

原則として、ガスの使用前にはガス漏れの無いことを検知液で

点検して下さい。

[定期点検]

① １年に１回は、本製品のカバー部、逃し弁部、足ネジ取付

け部及び圧力計取付け部からの漏れが無いことを点検して

下さい。

② 出口ジョイントに点検用圧力計を取り付けて、設定圧力の

状態を点検して下さい。

１次圧力が 10MPa 以上の時、設定圧力は 0.18 ～ 0.23MPa

にある事を確認して下さい。

[分解点検]

３年に１回を目安として、メーカに返却し[ダイヤフラム][バ

ルブ][逃し弁]を交換して下さい。

■ 包装

製品毎にポリエチレン袋に入れて、個装箱に入れています。

１台／箱

■ ＊主要文献及び文献請求先

住 所 : 〒 653-0022 神戸市長田区東尻池町 7-9-21

氏 名 : 株式会社千代田精機

電話番号 : 078-681-8844

■ 製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所

製造販売業者

株式会社千代田精機

第二種医療機器製造販売業

〒 653-0022 神戸市長田区東尻池町 7-9-21

電話番号 : 078-681-8844

■ 図面




